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研究成果の概要（和文）：　著作権法における最大の課題である「著作物の類似性」判断について国際的・総合
的な比較を行うという研究目的の下、研究代表者（上野）は、わが国における膨大の事例の網羅的な分析を行っ
たのはもちろんのこと、約１年間のミュンヘン大学滞在を含めた４年間に、多くの国を訪問し、そこにおける多
数の裁判例や事例に収集できたほか、この過程で多数の研究者と交流を深めて、問題意識を共有することができ
た。その成果は、この研究テーマだけに焦点を当てた単独の書籍にまとめて近々出版予定である。

研究成果の概要（英文）：I conducted a comparative and comprehensive study on the similarity of 
copyrighted works, which is one of the most essential problems in the field of copyright law. During
 my four-years research period including my stay at the University of Munich, I could learn a lot 
about case law and discussions in many jurisdictions and deepen the academic relationships with many
 experts in the world. I have already a plan to publish a book solely for this topic, which will be 
published in the near future.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代社会においては、人が発表する作品について、他人の作品と類似するとして、いわゆるパクリではないのか
と問題になることが多い。インターネット社会においては特に深刻であり、少し似ているだけで炎上して社会か
ら消えてしまったものも多い。しかし、著作物の類似性判断というのは常にはっきりせず、研究者の間でも極め
て難しい問題とされている。そこで、過去の膨大な裁判例を分析すると共に、諸外国の事例や議論を調査する本
研究の成果が公表されれば、社会一般の人に対してこの問題に対する適切な理解をもたらすことができると共
に、学問的にも重要な意味をもたらすものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当時、類似性に関しては、従来の議論が十分でなかった。具体的には、①類似性の意
味については一定の議論があるものの、類似性が争点となった裁判例は極めて多数に上るにも
かかわらず、その網羅的な分析は行われていなかったこと、②類似性の判断方法については早く
から紹介があったにもかかわらず、これに関する議論は深まっていないばかりか、この点に着目
した裁判例の分析も行われていなかったこと、③類似性判断における考慮要素については、いま
だ問題提起された段階に過ぎず、実質的議論がなかったこと、④諸外国においても類似性は重要
な課題であるにもかかわらず、比較法的検討が十分に行われておらず、諸外国における裁判例の
分析も未着手のままであったことである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、①類似性というものの意味について、類似性というものが果たすべき役割と
いう観点から、類似性をどのような意味に理解すべきかを、その正当化根拠と共に明らかにする
こと、②類似性判断の方法について、それが有する機能という観点から、類似性についてどのよ
うな判断方法を採用すべきかを、その正当化根拠と共に明らかにすること、③類似性判断におい
て考慮すべき要素について、著作物の著名性や第三者の混同といった、これまでは類似性とは無
関係とされてきた事情を含めて、類似性判断においてどのような要素が考慮されるべきであり、
どのような要素が考慮されるべきでないかを、その正当化根拠と共に明らかにすることにあっ
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、著作物の類似性に関して、わが国はもちろん英米独仏を中心とする諸外国における
議論および裁判例を網羅的に分析した上で、これらを横断的に比較法研究するものであった。具
体的には、わが国における明治以降の裁判例を収集して、類似性に関する考え方や判断方法、そ
の変遷を分析するほか、英米独仏を中心とする諸外国に関しては、対象国に出張して、資料収集
とインタビューを行い、これに横断的な検討を加える点にある。 
 
４．研究成果 
 
（１）わが国における類似性の意味と判断基準 
 第一に、わが国における類似性判断については、過去の膨大な事例を網羅的に分析してみたと
ころ、①ジャンルや分野による傾向、②判断が下される時期や社会的状況による傾向、③判断す
る裁判所の地域による傾向など、様々な検討視角を得ることができた。特に、②については、古
い裁判例は、類似性を緩やかに肯定する傾向があるのに対して、最近の裁判例は、類似性を厳格
に肯定する傾向が見られた。また、③については、大阪地方裁判所が類似性を緩やかに肯定する
傾向があるのに対して、東京地方裁判所は類似性を厳格に肯定する傾向が見られた。 
 こうした研究成果については、網羅的な事例紹介に加えて、実務家でもある研究者と共同で分
析を加えた書籍として発表する予定であり、すでに特定の出版社から出版企画の承認を得てい
る。 
 
（２）諸外国における類似性の意味と判断基準 
 第二に、ヨーロッパ諸国（特に、ドイツ、イギリス、フランス、オランダ、ポーランド、スイ
スなど）やアメリカにおける類似性判断について、可能な限り、過去の膨大な事例を分析してみ
たところ、①特に最近の日本（特に東京地方裁判所）における裁判例と比較して、類似性がかな
り緩やかに肯定する傾向があるのではないかと感じられたこと、②特にドイツにおいては、自由
利用規定（ドイツ著作権法２４条）が存在することもあり、パロディなど著作権侵害が否定され
るべきと考えられる様々な事案において、事実上類似性が否定される場合があること、③他方で、
２０１９年７月２９日の欧州司法裁判所の判決により、加盟国の著作権法の「フル・ハーモナイ
ゼーション」を可能な限り実現するために、ドイツ著作権法２４条のような自由利用の規定はも
はや維持できないのではないかという議論になっており、ドイツ国内においても、また、他のヨ
ーロッパ諸国においても、今後さらなる議論の展開が予想されること、などの知見を得ることが
できた。 
 こうした研究成果については、国際的な学会において発表すると共に、世界中の研究者に対し
て執筆依頼をして、それぞれの国における類似性判断に関する一般論を解説してもらうと共に、
世界共通の事例を与えて、それぞれの国においてどのように判断されるかという点を論じても
らう書籍を英文で出版することによって、わが国のみならず世界の研究成果として発表したい
と考えている。 
 
（３）類似性判断における考慮要素 
 第三に、類似性判断における考慮要素を、わが国および諸外国における過去の膨大な事例やこ
れをめぐる議論を分析してみると、最大の問題は、著作物の著名性や第三者の混同といった点を
考慮するかどうか、考慮するとして、それをどのように正当化するかという点が最大の焦点とな
った。それらの要素は、不正競争防止法の世界では考慮されるとしても、従来の著作権法学にお



いては、そうした要素は、著作物の類似性とは無関係であり、むしろそうした要素が著作物の類
似性判断に関係してはならないと解されてきたところであるが、近時の研究によれば、そのよう
な理解に対する再考を迫るようなものも見られると共に、また、より一般人の感覚に照らすなら
ば、著名な著作物がより緩やかに類似性が肯定されることや、また、第三者が混同するような場
合はより緩やかに類似性が肯定されることは、むしろ妥当な解釈と受け止められると考えられ
る。そうだとすると、従来の議論からすれば些かラディカルではあるが、著作物の類似性判断を
めぐる著作権法上の議論も、こうしたことを無視すべきではなく、これに対して適切な位置づけ
を与えていく必要があるのではないかという知見を得るに至った。 
 この研究成果については、上記（１）において触れた書籍においてあわせて分析を発表する予
定である。 
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